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 １ 医療費総額 

  ○ 平成 26年度の都民医療費の総額は、3兆 9,679 億円で、医療費の規模は全国で１位。 

  ○ 国民医療費総額 40 兆 8,071 億円の約１割を占めており、全国総人口に占める都の人口の割合と同程度である。 

  ○ 後期高齢者医療費の総額は、1兆 2,244 億円で、都民医療費の約３割を占めている。 

 

 

 

 

  

（図表）：平成 26 年度都道府県別医療費総額 

出典：厚生労働省「国民医療費」（平成 26 年度） 

Ⅰ．都民医療費の動向 
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（図表）：東京都の医療費と後期高齢者医療の推移 
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 ２ 一人当たり医療費 

  ○ 平成 26年度における東京都の一人当たり医療費は 29 万 6 千円で、全国で 40位。全国平均の 32万 1千円よりやや低い。 

  ○ 後期高齢者の一人当たり医療費は 92万 1千円で、全国で 22 位。全国平均の 93万 2千円よりやや低くなっている。 

   

  

 

 

 

 

  

（図表）：平成 26 年度都道府県別一人当たり医療費総額 

出典：「国民医療費」（厚生労働省）平成 26 年度 
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◆区市町村国民健康保険 

 東京都国民健康保険団体連合会（以下「国保連合会」という。）の「疾病別医療費分析システム」に収録されたデータを使用 

 

◆後期高齢者医療制度 

 東京都後期高齢者医療広域連合の「医療給付実態調査」のデータを使用 

 

◆医科（入院・入院外）医療費データを使用し、歯科及び調剤に関するデータは使用していない。 

 

◆レセプトデータに計上されている疾病は、実際は医師がレセプトに複数の傷病名を記載していても、レセプトごとに一つの傷病を主な疾病として 

機械的に選択したものであり、診療内容や医療費の投入度合い等は加味していない。 

 このため、合併症や併存症が多数記載されている場合、選択されなかった疾病の件数及び医療費について低い集計値となる可能性がある。 

 

 

 

  

Ⅱ．区市町村国保及び後期高齢者医療の医療費分析 
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 １ 疾病大分類の分析 

   （１）疾病大分類別医療費の構成（国保＋後期） 

  ①医科計 
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  ②入院 
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疾病大分類別入院医療費の構成（国保＋後期）
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出典：区市町村国保、後期高齢者医療の入院・入院外レセプトデータを集計 

11 月 

11 月 
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出典：区市町村国保、後期高齢者医療の入院・入院外レセプトデータを集計 

11 月 

11 月 
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   （２）疾病大分類別レセプト件数の構成（国保＋後期） 
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出典：区市町村国保、後期高齢者医療の入院・入院外レセプトデータを集計 

11 月 

11 月 
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  ②入院 
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疾病大分類別入院レセプト件数の構成（国保＋後期） 

出典：区市町村国保、後期高齢者医療の入院・入院外レセプトデータを集計 

11 月 

11 月 
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  ③入院外 
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出典：区市町村国保、後期高齢者医療の入院・入院外レセプトデータを集計 

11 月 

11 月 
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   （３）年齢階級別に見た疾病大分類別医療費の構成（国保＋後期） 

  ①医科計 

 

 

 

 平成 24 年 11 月診療分 医療費の構成（国保＋後期 医科計）        平成 28 年 11 月診療分 医療費の構成（国保＋後期 医科計） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

若年層においては「呼吸器系の疾患」の割合が高く、高齢になるにつれて「循環器系の疾患」や「新生物」の割合が高く

なっている。30 代から 40 代にかけては「精神及び行動の障害」の割合が高い。 

出典：区市町村国保、後期高齢者医療の入院・入院外レセプトデータを集計 
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  ②入院 

 

 

 

 

 

   平成 24 年 11 月診療分 医療費の構成（医科入院）             平成 28 年 11 月診療分 医療費の構成（医科入院） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

若年層においては「呼吸器系の疾患」や「損傷，中毒及びその他の外因の影響」の割合が高く、高齢になるにつれて「循環器系

の疾患」や「新生物」の割合が高くなっている。20 代から 50 代にかけては「精神及び行動の障害」の割合が高い。 

出典：区市町村国保、後期高齢者医療の入院・入院外レセプトデータを集計 
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  ③入院外 

 

 

 

 

    平成 24 年 11 月診療分 医療費の構成（医科入院外）           平成 28 年 11 月診療分 医療費の構成（医科入院外） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

若年層においては「呼吸器系の疾患」の割合が高く、高齢になるにつれて「腎泌尿生殖器系の疾患」や「循環器系の疾患」、

「新生物」の割合が高くなっている。30 代から 40 代にかけては「精神及び行動の障害」の割合が高い。 

出典：区市町村国保、後期高齢者医療の入院・入院外レセプトデータを集計 
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   （４）年齢階級別に見た疾病大分類別レセプト件数の構成（国保＋後期） 

  ①医科計 

 

 

 

 平成 24 年 11 月診療分 レセプト件数の構成（国保＋後期 医科計）    平成 28年 11 月診療分 レセプト件数の構成（国保＋後期 医科計） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

若年層においては「呼吸器系の疾患」の割合が高く、高齢になるにつれて「循環器系の疾患」や「内分泌,栄養及び代謝疾患」

の割合が高くなっている。30代から 40代にかけては「精神及び行動の障害」の割合が高い。 

01 感染症及び寄生虫症 02 新生物

04 内分泌，栄養及び代謝疾患

05 精神及び行動の障害

06 神経系の疾患

07 眼及び付属器の疾患

09 循環器系の疾患
10 呼吸器系の疾患

11 消化器系の疾患

12 皮膚及び皮下組織の疾患

13 筋骨格系及び結合組織の疾患

14 腎泌尿生殖器系の疾患
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90%

100%

24 傷病名不明 23 その他 22 その他の特殊目的用コード

19 損傷，中毒及びその他の外因の影響 18 症状，徴候等で他に分類されないもの 17 先天奇形，変形及び染色体異常

16 周産期に発生した病態 15 妊娠，分娩及び産じょく 14 腎泌尿生殖器系の疾患

13 筋骨格系及び結合組織の疾患 12 皮膚及び皮下組織の疾患 11 消化器系の疾患

10 呼吸器系の疾患 09 循環器系の疾患 08 耳及び乳様突起の疾患

07 眼及び付属器の疾患 06 神経系の疾患 05 精神及び行動の障害

04 内分泌，栄養及び代謝疾患 03 血液及び造血器の疾患並びに免疫機構の障害 02 新生物

01 感染症及び寄生虫症

出典：区市町村国保、後期高齢者医療の入院・入院外レセプトデータを集計 
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  ②入院 

 

 

 

 平成 24年 11 月診療分 レセプト件数の構成（後期＋国保 医科入院）   平成 28年 11 月診療分 レセプト件数の構成（後期＋国保 医科入院） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

20～30 代は「妊娠，分娩及び産じょく」の割合が高く、40～50 代は「精神及び行動の障害」の割合が高い。60 代から 70 代

前半は「新生物」の割合が高く、75 歳以上は「循環器系の疾患」の割合が高い。 

01 感染症及び寄生虫症

02 新生物

05 精神及び行動の障害

06 神経系の疾患

09 循環器系の疾患
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19 損傷，中毒及びその他の外因の影響 18 症状，徴候等で他に分類されないもの 17 先天奇形，変形及び染色体異常
16 周産期に発生した病態 15 妊娠，分娩及び産じょく 14 腎泌尿生殖器系の疾患
13 筋骨格系及び結合組織の疾患 12 皮膚及び皮下組織の疾患 11 消化器系の疾患
10 呼吸器系の疾患 09 循環器系の疾患 08 耳及び乳様突起の疾患
07 眼及び付属器の疾患 06 神経系の疾患 05 精神及び行動の障害

19 損傷，中毒及びその他の外因の影響

出典：区市町村国保、後期高齢者医療の入院・入院外レセプトデータを集計 
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  ③入院外 

 

 

 

平成 24年 11 月診療分 レセプト件数の構成（国保＋後期 医科入院外）  平成 28 年 11 月診療分 レセプト件数の構成（国保＋後期 医科入院外） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

若年層においては「呼吸器系の疾患」の割合が高く、高齢になるにつれて「循環器系の疾患」や「内分泌,栄養及び代謝

疾患」の割合が高くなっている。30 代から 40 代にかけては「精神及び行動の障害」の割合が高い。 

出典：区市町村国保、後期高齢者医療の入院・入院外レセプトデータを集計 
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 ２ 疾病中分類の分析 

   （１）疾病中分類別ランキング（国保＋後期）医科計 

  ①医療費 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

疾病中分類別の医療費は、平成 24 年及び平成 28 年ともに「高血圧性疾患」が

最も多く、次いで「腎不全」、「その他の悪性新生物」となっている。各疾病の

ランキングに大きな変化は見られない。 

0 1,000,000,000 2,000,000,000 3,000,000,000 4,000,000,000 5,000,000,000 6,000,000,000 7,000,000,000 8,000,000,000 

0901 高血圧性疾患

1402 腎不全

0210 その他の悪性新生物

2400 傷病名不明

0906 脳梗塞

0903 その他の心疾患

1901 骨折

0402 糖尿病

1112 その他の消化器系の疾患

0503 統合失調症，統合失調症型障害及び妄想性障害

0902 虚血性心疾患

0403 その他の内分泌，栄養及び代謝疾患

1303 脊椎障害（脊椎症を含む）

1302 関節症

1011 その他の呼吸器系の疾患

0606 その他の神経系の疾患

0205 気管，気管支及び肺の悪性新生物

1905 その他の損傷及びその他の外因の影響

0202 結腸の悪性新生物

0905 脳内出血

0702 白内障

1800 症状，徴候等で他に分類されないもの

1004 肺炎

0211 良性新生物及びその他の新生物

0704 その他の眼及び付属器の疾患

平成24年11月 医療費ランキング 国保＋後期

0 1,000,000,000 2,000,000,000 3,000,000,000 4,000,000,000 5,000,000,000 6,000,000,000 7,000,000,000 8,000,000,000 

0901 高血圧性疾患

1402 腎不全

0210 その他の悪性新生物

1901 骨折

0903 その他の心疾患

0906 脳梗塞

0402 糖尿病

1112 その他の消化器系の疾患

0902 虚血性心疾患

0503 統合失調症，統合失調症型障害及び妄想性障害

1011 その他の呼吸器系の疾患

0403 その他の内分泌，栄養及び代謝疾患

1303 脊椎障害（脊椎症を含む）

1302 関節症

0606 その他の神経系の疾患

2400 傷病名不明

0205 気管，気管支及び肺の悪性新生物

1004 肺炎

1905 その他の損傷及びその他の外因の影響

0905 脳内出血

0211 良性新生物及びその他の新生物

0704 その他の眼及び付属器の疾患

0202 結腸の悪性新生物

1310 その他の筋骨格系及び結合組織の疾患

1800 症状，徴候等で他に分類されないもの

平成28年11月 医療費ランキング 国保＋後期

0901 12.8%
1402 0.5%
0210 1.0%
2400 2.6%
0906 1.4%
0903 1.4%
1901 0.7%
0402 3.7%
1112 1.7%
0503 0.9%
0902 1.3%
0403 4.0%
0303 2.5%
1302 2.1%
1011 0.4%
0606 1.5%
0205 0.3%
1905 1.1%
0202 0.4%
0905 0.2%
0702 1.8%
1800 1.4%
1004 0.2%
0211 0.8%
0704 2.7%

受療率

0901 13.8%
1402 0.5%
0210 1.1%
1901 0.9%
0903 1.6%
0906 1.3%
0402 4.0%
1112 1.9%
0902 1.3%
0503 0.9%
1011 0.5%
0403 4.5%
1303 2.9%
1302 2.4%
0606 1.7%
2400 1.2%
0205 0.3%
1004 0.2%
1905 1.2%
0905 0.2%
0211 0.9%
0704 2.9%
0202 0.4%
1310 0.9%
1800 1.6%

受療率

出典： 

区市町村国保、 

後期高齢者医療の 

入院・入院外 

レセプトデータを集計 

（単位：円） 

（単位：円） 
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  ②レセプト件数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

疾病中分類別のレセプト件数は、平成 24 年及び平成 28 年ともに「高血圧性疾患」が最も多く、次いで「その他

の内分泌，栄養及び代謝疾患」、「糖尿病」となっている。ランキングに大きな変化は見られない。 

0 100,000 200,000 300,000 400,000 500,000 600,000 700,000 

0901 高血圧性疾患

0403 その他の内分泌，栄養及び代謝疾患

0402 糖尿病

0704 その他の眼及び付属器の疾患

2400 傷病名不明

1303 脊椎障害（脊椎症を含む）

0703 屈折及び調節の障害

1302 関節症

1003 その他の急性上気道感染症

1010 喘息

1202 皮膚炎及び湿疹

1105 胃炎及び十二指腸炎

0702 白内障

1112 その他の消化器系の疾患

1203 その他の皮膚及び皮下組織の疾患

0606 その他の神経系の疾患

0903 その他の心疾患

1800 症状，徴候等で他に分類されないもの

0906 脳梗塞

0902 虚血性心疾患

0504 気分［感情］障害（躁うつ病を含む）

1006 アレルギ－性鼻炎

1905 その他の損傷及びその他の外因の影響

1104 胃潰瘍及び十二指腸潰瘍

1309 骨の密度及び構造の障害

平成24年11月 レセプト件数ランキング 国保＋後期

0 100,000 200,000 300,000 400,000 500,000 600,000 700,000 

0901 高血圧性疾患

0403 その他の内分泌，栄養及び代謝疾患

0402 糖尿病

1303 脊椎障害（脊椎症を含む）

0704 その他の眼及び付属器の疾患

0703 屈折及び調節の障害

1302 関節症

1105 胃炎及び十二指腸炎

1112 その他の消化器系の疾患

1202 皮膚炎及び湿疹

1203 その他の皮膚及び皮下組織の疾患

1003 その他の急性上気道感染症

0606 その他の神経系の疾患

1010 喘息

0702 白内障

0903 その他の心疾患

1800 症状，徴候等で他に分類されないもの

0504 気分［感情］障害（躁うつ病を含む）

1309 骨の密度及び構造の障害

1006 アレルギ－性鼻炎

0906 脳梗塞

0902 虚血性心疾患

2400 傷病名不明

1905 その他の損傷及びその他の外因の影響

0210 その他の悪性新生物

平成28年11月 レセプト件数ランキング 国保＋後期

出典：区市町村国保、後期高齢者医療の 

  入院・入院外レセプトデータを集計 

（単位：件） 

（単位：件） 
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  ③受療率 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

疾病中分類別の受療率は、平成 24 年及び平成 28年ともに「高血圧性疾患」が最も高く、次いで「その他の内分泌，栄養

及び代謝疾患」、「糖尿病」となっている。各疾病のランキングに大きな変化は見られない。 

0.0% 2.0% 4.0% 6.0% 8.0% 10.0% 12.0% 14.0%

0901 高血圧性疾患

0403 その他の内分泌，栄養及び代謝疾患

0402 糖尿病

0704 その他の眼及び付属器の疾患

2400 傷病名不明

1303 脊椎障害（脊椎症を含む）

0703 屈折及び調節の障害

1302 関節症

1003 その他の急性上気道感染症

1010 喘息

1202 皮膚炎及び湿疹

1105 胃炎及び十二指腸炎

0702 白内障

1112 その他の消化器系の疾患

1203 その他の皮膚及び皮下組織の疾患

0606 その他の神経系の疾患

0903 その他の心疾患

1800 症状，徴候等で他に分類されないもの

0906 脳梗塞

0902 虚血性心疾患

0504 気分［感情］障害（躁うつ病を含む）

1006 アレルギ－性鼻炎

1905 その他の損傷及びその他の外因の影響

1104 胃潰瘍及び十二指腸潰瘍

1309 骨の密度及び構造の障害

平成24年11月 受療率ランキング 国保＋後期

0.0% 2.0% 4.0% 6.0% 8.0% 10.0% 12.0% 14.0%

0901 高血圧性疾患

0403 その他の内分泌，栄養及び代謝疾患

0402 糖尿病

1303 脊椎障害（脊椎症を含む）

0704 その他の眼及び付属器の疾患

0703 屈折及び調節の障害

1302 関節症

1105 胃炎及び十二指腸炎

1112 その他の消化器系の疾患

1202 皮膚炎及び湿疹

1203 その他の皮膚及び皮下組織の疾患

1003 その他の急性上気道感染症

0606 その他の神経系の疾患

1010 喘息

0702 白内障

0903 その他の心疾患

1800 症状，徴候等で他に分類されないもの

0504 気分［感情］障害（躁うつ病を含む）

1309 骨の密度及び構造の障害

1006 アレルギ－性鼻炎

0906 脳梗塞

0902 虚血性心疾患

2400 傷病名不明

1905 その他の損傷及びその他の外因の影響

0210 その他の悪性新生物

平成28年11月 受療率ランキング 国保＋後期

出典：区市町村国保、後期高齢者医療の 

  入院・入院外レセプトデータを集計 
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   （２）疾病中分類別ランキング（国保）医科計 

  ①医療費 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

疾病中分類別の医療費は、平成 24 年及び平成 28 年ともに「腎不全」が最も多い。

「その他の悪性新生物」は 4位から 2位、「高血圧性疾患」が 2位から 4位 

となった。 

0 500,000,000 1,000,000,000 1,500,000,000 2,000,000,000 2,500,000,000 3,000,000,000 3,500,000,000 4,000,000,000

1402 腎不全

0901 高血圧性疾患

0503 統合失調症，統合失調症型障害及び妄想性障害

0210 その他の悪性新生物

0402 糖尿病

1112 その他の消化器系の疾患

0903 その他の心疾患

0403 その他の内分泌，栄養及び代謝疾患

0902 虚血性心疾患

0606 その他の神経系の疾患

0211 良性新生物及びその他の新生物

0906 脳梗塞

0205 気管，気管支及び肺の悪性新生物

1901 骨折

1303 脊椎障害（脊椎症を含む）

1905 その他の損傷及びその他の外因の影響

1302 関節症

0202 結腸の悪性新生物

0704 その他の眼及び付属器の疾患

0206 乳房の悪性新生物

0504 気分［感情］障害（躁うつ病を含む）

0905 脳内出血

0201 胃の悪性新生物

1010 喘息

1800 症状，徴候等で他に分類されないもの

平成24年11月 医療費ランキング 国保

0 500,000,000 1,000,000,000 1,500,000,000 2,000,000,000 2,500,000,000 3,000,000,000 3,500,000,000 4,000,000,000 

1402 腎不全

0210 その他の悪性新生物

0503 統合失調症，統合失調症型障害及び妄想性障害

0901 高血圧性疾患

0402 糖尿病

1112 その他の消化器系の疾患

0903 その他の心疾患

0902 虚血性心疾患

0403 その他の内分泌，栄養及び代謝疾患

0606 その他の神経系の疾患

0211 良性新生物及びその他の新生物

1901 骨折

1302 関節症

0205 気管，気管支及び肺の悪性新生物

0906 脳梗塞

1303 脊椎障害（脊椎症を含む）

0206 乳房の悪性新生物

0202 結腸の悪性新生物

1905 その他の損傷及びその他の外因の影響

0704 その他の眼及び付属器の疾患

0504 気分［感情］障害（躁うつ病を含む）

0905 脳内出血

1800 症状，徴候等で他に分類されないもの

0912 その他の循環器系の疾患

1310 その他の筋骨格系及び結合組織の疾患

平成28年11月 医療費ランキング 国保

出典：区市町村国保、後期高齢者医療の 

  入院・入院外レセプトデータを集計 

（単位：円） 

（単位：円） 
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  ②レセプト件数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

疾病中分類別のレセプト件数は、平成 24年及び平成 28年ともに「高血圧性疾患」が最も多く、次いで「その他

の内分泌，栄養及び代謝疾患」、「糖尿病」となっている。ランキングに大きな変化は見られない。 

0 50,000 100,000 150,000 200,000 250,000 300,000 350,000

0901 高血圧性疾患

0403 その他の内分泌，栄養及び代謝疾患

0402 糖尿病

1003 その他の急性上気道感染症

1010 喘息

0704 その他の眼及び付属器の疾患

0703 屈折及び調節の障害

1202 皮膚炎及び湿疹

1203 その他の皮膚及び皮下組織の疾患

1105 胃炎及び十二指腸炎

1303 脊椎障害（脊椎症を含む）

1112 その他の消化器系の疾患

0606 その他の神経系の疾患

1006 アレルギ－性鼻炎

0504 気分［感情］障害（躁うつ病を含む）

1302 関節症

1800 症状，徴候等で他に分類されないもの

0503 統合失調症，統合失調症型障害及び妄想性障害

1905 その他の損傷及びその他の外因の影響

1005 急性気管支炎及び急性細気管支炎

0505 神経症性障害，ストレス関連障害及び身体表現性障害

1104 胃潰瘍及び十二指腸潰瘍

0702 白内障

0211 良性新生物及びその他の新生物

0903 その他の心疾患

平成24年11月 レセプト件数ランキング 国保

0 50,000 100,000 150,000 200,000 250,000 300,000 350,000 

0901 高血圧性疾患

0403 その他の内分泌，栄養及び代謝疾患

0402 糖尿病

1003 その他の急性上気道感染症

0703 屈折及び調節の障害

0704 その他の眼及び付属器の疾患

1202 皮膚炎及び湿疹

1010 喘息

1203 その他の皮膚及び皮下組織の疾患

1105 胃炎及び十二指腸炎

1303 脊椎障害（脊椎症を含む）

1112 その他の消化器系の疾患

1006 アレルギ－性鼻炎

0606 その他の神経系の疾患

0504 気分［感情］障害（躁うつ病を含む）

1302 関節症

1800 症状，徴候等で他に分類されないもの

0503 統合失調症，統合失調症型障害及び妄想性障害

0505 神経症性障害，ストレス関連障害及び身体表現性障害

1905 その他の損傷及びその他の外因の影響

1005 急性気管支炎及び急性細気管支炎

0211 良性新生物及びその他の新生物

0702 白内障

1310 その他の筋骨格系及び結合組織の疾患

0903 その他の心疾患

平成28年11月 レセプト件数ランキング 国保

出典：区市町村国保の入院・入院外 

   レセプトデータを集計 

（単位：件） 

（単位：件） 
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  ③受療率 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

疾病中分類別の受療率は、平成 24 年及び平成 28年ともに「高血圧性疾患」が最も高く、次いで「その他の内分泌，栄養

及び代謝疾患」、「糖尿病」となっている。各疾病のランキングに大きな変化は見られない。 

0.0% 1.0% 2.0% 3.0% 4.0% 5.0% 6.0% 7.0% 8.0% 9.0%

0901 高血圧性疾患

0403 その他の内分泌，栄養及び代謝疾患

0402 糖尿病

1003 その他の急性上気道感染症

1010 喘息

0704 その他の眼及び付属器の疾患

0703 屈折及び調節の障害

1202 皮膚炎及び湿疹

1203 その他の皮膚及び皮下組織の疾患

1105 胃炎及び十二指腸炎

1303 脊椎障害（脊椎症を含む）

1112 その他の消化器系の疾患

0606 その他の神経系の疾患

1006 アレルギ－性鼻炎

0504 気分［感情］障害（躁うつ病を含む）

1302 関節症

1800 症状，徴候等で他に分類されないもの

0503 統合失調症，統合失調症型障害及び妄想性障害

1905 その他の損傷及びその他の外因の影響

1005 急性気管支炎及び急性細気管支炎

0505 神経症性障害，ストレス関連障害及び身体表現性障害

1104 胃潰瘍及び十二指腸潰瘍

0702 白内障

0211 良性新生物及びその他の新生物

0903 その他の心疾患

平成24年11月 受療率ランキング 国保

0.0% 1.0% 2.0% 3.0% 4.0% 5.0% 6.0% 7.0% 8.0% 9.0%

0901 高血圧性疾患

0403 その他の内分泌，栄養及び代謝疾患

0402 糖尿病

1003 その他の急性上気道感染症

0703 屈折及び調節の障害

0704 その他の眼及び付属器の疾患

1202 皮膚炎及び湿疹

1010 喘息

1203 その他の皮膚及び皮下組織の疾患

1105 胃炎及び十二指腸炎

1303 脊椎障害（脊椎症を含む）

1112 その他の消化器系の疾患

1006 アレルギ－性鼻炎

0606 その他の神経系の疾患

0504 気分［感情］障害（躁うつ病を含む）

1302 関節症

1800 症状，徴候等で他に分類されないもの

0503 統合失調症，統合失調症型障害及び妄想性障害

0505 神経症性障害，ストレス関連障害及び身体表現性障害

1905 その他の損傷及びその他の外因の影響

1005 急性気管支炎及び急性細気管支炎

0211 良性新生物及びその他の新生物

0702 白内障

1310 その他の筋骨格系及び結合組織の疾患

0903 その他の心疾患

平成28年11月 受診率ランキング 国保

出典：区市町村国保の入院・入院外 

   レセプトデータを集計 
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   （３）疾病中分類別ランキング（後期）医科計 

  ①医療費 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

疾病大分類別の医療費（傷病名不明を除く）は、平成 24 年から平成 28 年にか

けて、「骨折」が 3位から 1位、「高血圧性疾患」が 1位から 2位、「その他の心

疾患」が 5位から 3位となった。 

0 1,000,000,000 2,000,000,000 3,000,000,000 4,000,000,000 5,000,000,000 6,000,000,000 

2400 傷病名不明

0901 高血圧性疾患

0906 脳梗塞

1901 骨折

1402 腎不全

0903 その他の心疾患

0210 その他の悪性新生物

0402 糖尿病

1112 その他の消化器系の疾患

0902 虚血性心疾患

1011 その他の呼吸器系の疾患

1303 脊椎障害（脊椎症を含む）

1302 関節症

1004 肺炎

0403 その他の内分泌，栄養及び代謝疾患

0602 アルツハイマ－病

0702 白内障

1800 症状，徴候等で他に分類されないもの

0606 その他の神経系の疾患

0905 脳内出血

1905 その他の損傷及びその他の外因の影響

0201 胃の悪性新生物

0205 気管，気管支及び肺の悪性新生物

0202 結腸の悪性新生物

0501 血管性及び詳細不明の認知症

平成24年11月 医療費ランキング 後期

0 1,000,000,000 2,000,000,000 3,000,000,000 4,000,000,000 5,000,000,000 6,000,000,000 

1901 骨折

0901 高血圧性疾患

0903 その他の心疾患

0906 脳梗塞

1402 腎不全

0210 その他の悪性新生物

0402 糖尿病

1011 その他の呼吸器系の疾患

2400 傷病名不明

1112 その他の消化器系の疾患

0902 虚血性心疾患

1303 脊椎障害（脊椎症を含む）

1004 肺炎

1302 関節症

0403 その他の内分泌，栄養及び代謝疾患

0602 アルツハイマ－病

0606 その他の神経系の疾患

0205 気管，気管支及び肺の悪性新生物

0905 脳内出血

1310 その他の筋骨格系及び結合組織の疾患

1905 その他の損傷及びその他の外因の影響

1800 症状，徴候等で他に分類されないもの

0704 その他の眼及び付属器の疾患

0912 その他の循環器系の疾患

0202 結腸の悪性新生物

平成28年11月 医療費ランキング 後期

出典：後期高齢者医療の入院・入院外 

   レセプトデータを集計 

（単位：円） 

（単位：円） 
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  ②レセプト件数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

疾病中分類別のレセプト件数は、平成 24 年及び平成 28年ともに「高血圧性疾患」が最も多い。平成 24 年の

「傷病名不明」を除くと、ランキングに大きな変化は見られない。 

0 50,000 100,000 150,000 200,000 250,000 300,000 350,000 400,000

0901 高血圧性疾患

2400 傷病名不明

0402 糖尿病

0403 その他の内分泌，栄養及び代謝疾患

1303 脊椎障害（脊椎症を含む）

0704 その他の眼及び付属器の疾患

1302 関節症

0702 白内障

0906 脳梗塞

0703 屈折及び調節の障害

0903 その他の心疾患

0902 虚血性心疾患

1112 その他の消化器系の疾患

1105 胃炎及び十二指腸炎

1309 骨の密度及び構造の障害

0606 その他の神経系の疾患

0602 アルツハイマ－病

1800 症状，徴候等で他に分類されないもの

0210 その他の悪性新生物

1405 前立腺肥大（症）

1203 その他の皮膚及び皮下組織の疾患

1104 胃潰瘍及び十二指腸潰瘍

1202 皮膚炎及び湿疹

1901 骨折

1905 その他の損傷及びその他の外因の影響

平成24年11月 レセプト件数ランキング 後期

0 50,000 100,000 150,000 200,000 250,000 300,000 350,000 400,000 

0901 高血圧性疾患

0403 その他の内分泌，栄養及び代謝疾患

0402 糖尿病

1303 脊椎障害（脊椎症を含む）

0704 その他の眼及び付属器の疾患

1302 関節症

2400 傷病名不明

0703 屈折及び調節の障害

0903 その他の心疾患

0702 白内障

0906 脳梗塞

1309 骨の密度及び構造の障害

1112 その他の消化器系の疾患

1105 胃炎及び十二指腸炎

0902 虚血性心疾患

0602 アルツハイマ－病

0606 その他の神経系の疾患

1800 症状，徴候等で他に分類されないもの

1203 その他の皮膚及び皮下組織の疾患

0210 その他の悪性新生物

1202 皮膚炎及び湿疹

1901 骨折

1405 前立腺肥大（症）

1905 その他の損傷及びその他の外因の影響

1010 喘息

平成28年11月 レセプト件数ランキング 後期

出典：後期高齢者医療の入院・入院外 

   レセプトデータを集計 

（単位：件） 

（単位：件） 
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  ③受療率 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

疾病中分類別の受療率（傷病名不明を除く）は、平成 24 年及び平成 28 年ともに「高血圧性疾患」が最も高い。

「その他の内分泌，栄養及び代謝疾患」が 3位から 2位、「糖尿病」が 2位から 3位となった。 

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0%

0901 高血圧性疾患

2400 傷病名不明

0402 糖尿病

0403 その他の内分泌，栄養及び代謝疾患

1303 脊椎障害（脊椎症を含む）

0704 その他の眼及び付属器の疾患

1302 関節症

0702 白内障

0906 脳梗塞

0703 屈折及び調節の障害

0903 その他の心疾患

0902 虚血性心疾患

1112 その他の消化器系の疾患

1105 胃炎及び十二指腸炎

1309 骨の密度及び構造の障害

0606 その他の神経系の疾患

0602 アルツハイマ－病

1800 症状，徴候等で他に分類されないもの

0210 その他の悪性新生物

1405 前立腺肥大（症）

1203 その他の皮膚及び皮下組織の疾患

1104 胃潰瘍及び十二指腸潰瘍

1202 皮膚炎及び湿疹

1901 骨折

1905 その他の損傷及びその他の外因の影響

平成24年11月 受療率ランキング 後期

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0%

0901 高血圧性疾患

0403 その他の内分泌，栄養及び代謝疾患

0402 糖尿病

1303 脊椎障害（脊椎症を含む）

0704 その他の眼及び付属器の疾患

1302 関節症

2400 傷病名不明

0703 屈折及び調節の障害

0903 その他の心疾患

0702 白内障

0906 脳梗塞

1309 骨の密度及び構造の障害

1112 その他の消化器系の疾患

1105 胃炎及び十二指腸炎

0902 虚血性心疾患

0602 アルツハイマ－病

0606 その他の神経系の疾患

1800 症状，徴候等で他に分類されないもの

1203 その他の皮膚及び皮下組織の疾患

0210 その他の悪性新生物

1202 皮膚炎及び湿疹

1901 骨折

1405 前立腺肥大（症）

1905 その他の損傷及びその他の外因の影響

1010 喘息

平成28年11月 受療率ランキング 後期

出典：後期高齢者医療の入院・入院外 

   レセプトデータを集計 
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 ３ 生活習慣病関連医療費の分析 

   （１）生活習慣病の一人当たり医療費（４０歳以上） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

生活習慣病（疾病中分類）の中では、一人当たり医療費（40 歳以上、男女計）は「高血圧性疾患」が最も多く、

次いで「腎不全」、「脳梗塞」、「糖尿病」、「虚血性心疾患」の順となっている。 
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1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

（円） 生活習慣病の疾病別一人当たり医療費（40歳以上） 男 女 男女計

出典：区市町村国保、後期高齢者医療の入院・入院外レセプトデータを集計 

平成 28 年 11 月   生活習慣病の疾病別一人当たり医療費（40 歳以上） 平成 28 年 11 月 
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   （２）年齢階級別医療費・一人当たり医療費・受療率・一日当たり医療費・患者一人当たり医療費・患者一人当たり診療日数 

  ①糖尿病 

    ○ 糖尿病の医療費、一人当たり医療費、受療率は、高齢になるにつれ増加するが、一日当たり診療費は若年層の方がやや高い傾向が見られる。 
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年齢階級別 糖尿病の医療費(円)
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年齢階級別 糖尿病の受療率

【糖尿病の医療費（平成 28 年 11 月）】 

  
医 療 費 

 
一人当たり医療費 受 療 率 
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年齢階級別 糖尿病の患者一人当たり診療日数(日)
   

患者一人当たり医療費 一日当たり医療費 患者一人当たり診療日数 

出典：東京都福祉保健局調べ 
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  ②腎不全 

   ○ 腎不全の医療費、一人当たり医療費、受療率は、高齢になるにつれ増加するが、一日当たり診療費、患者一人当たり医療費は年齢による差異は少ない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

出典：東京都福祉保健局調べ 
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年齢階級別 腎不全の一人当たり医療費(円)
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年齢階級別 腎不全の一日当たり医療費(円)
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  医 療 費 一人当たり医療費 受 療 率   

  

医 療 費 一人当たり医療費 受 療 率 

一日当たり医療費 

【腎不全の医療費（平成 28 年 11 月）】 

 患者一人当たり医療費 
 

患者一人当たり診療日数 
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  ③高血圧性疾患 

    ○ 高血圧性疾患の医療費、一人当たり医療費、受療率は、高齢になるにつれ増加するが、一日当たり医療費は、若年層の方がやや高い傾向が見られる。 

   ○ 75 歳以上の患者一人当たり医療費が高くなっている。 
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医 療 費 一人当たり医療費 受 療 率 

一日当たり医療費 患者一人当たり医療費 患者一人当たり診療日数 

出典：東京都福祉保健局調べ 

 

【高血圧性疾患の医療費（平成 28 年 11 月）】 
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  ④脳血管疾患 

    ○ 脳血管性疾患の医療費、一人当たり医療費、受療率は、高齢になるにつれ増加するが、一日当たり医療費、患者一人当たり医療費は、若年層の方が 

    やや高い傾向が見られる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

出典：東京都福祉保健局調べ 
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医 療 費 一人当たり医療費 受 療 率 

一日当たり医療費 患者一人当たり医療費 患者一人当たり診療日数 

【脳血管疾患の医療費（平成 28 年 11 月）】 
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  ⑤虚血性心疾患 

   ○ 虚血性心疾患の医療費、一人当たり医療費、受療率は、高齢になるにつれ増加するが、一日当たり医療費は、若年層の方がやや高い傾向が見られる。 
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出典：東京都福祉保健局調べ 

 

【虚血性心疾患の医療費（平成 28 年 11 月）】  

   

   

医 療 費 一人当たり医療費 受 療 率 

一日当たり医療費 患者一人当たり医療費 患者一人当たり診療日数 
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   （３）区市町村別の一人当たり医療費と受療率 

  ①４０歳以上 
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江戸川
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立川

武蔵野

三鷹 青梅

府中

昭島

調布

町田

小金井

小平

日野

東村山

国分寺

国立

西東京
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8,000

9,000

10,000

11,000
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一
人
当
た
り
医
療
費
（
円
）

受療率

生活習慣病の受療率と一人当たり医療費（都内区市町村、40歳以上）

出典：区市町村国保、後期高齢者医療の入院・入院外レセプトデータを集計 

平成 28 年 11 月 

※年齢補正をしていない粗集計である。 
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  ②４０歳～６４歳 
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生活習慣病の受療率と一人当たり医療費（都内区市町村、40～64歳）

出典：区市町村国保、後期高齢者医療の入院・入院外レセプトデータを集計 

平成 28 年 11 月 



 

40 

 

  ③６５歳～７４歳 
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生活習慣病の受療率と一人当たり医療費（都内区市町村、65～74歳）

出典：区市町村国保、後期高齢者医療の入院・入院外レセプトデータを集計 

平成 28 年 11 月 
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  ④７５歳以上 
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生活習慣病の受療率と一人当たり医療費（都内区市町村、75歳以上）

出典：区市町村国保、後期高齢者医療の入院・入院外レセプトデータを集計 

平成 28 年 11 月 
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   （４）区市町村別の一人当たり医療費 
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   （５）区市町村別の受療率 
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出典：区市町村国保、後期高齢者医療の入院・入院外レセプトデータを集計 

平成 28 年 11 月 
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区市町村別 生活習慣病の受療率 65～74歳(円)
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出典：区市町村国保、後期高齢者医療の入院・入院外レセプトデータを集計 

平成 28 年 11 月 

平成 28 年 11 月 
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 ４ 新生物の医療費分析 

   （１）新生物の疾病別人口一人当たり医療費（全年齢） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

新生物の疾病別で一人当たり医療費（男女計）が最も多いのは「その他の悪性新生物」で、次いで「気管，気管支及び肺の悪性新生物」、「良性

新生物及びその他の新生物」、「結腸の悪性新生物」、「胃の悪性新生物」の順になっている。0～14 歳では「白血病」が最も多い。 
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新生物の疾病別一人当たり医療費 (全年齢)(円)

出典：区市町村国保、後期高齢者医療の入院・入院外レセプトデータを集計 

  新生物の疾病別一人当たり医療費（全年齢） 平成 28 年 11 月 
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   （２）新生物の疾病別患者一人当たり医療費 
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出典：区市町村国保、後期高齢者医療の入院・入院外レセプトデータを集計 

   新生物の疾病別 患者一人当たり医療費（全年齢） 平成 28 年 11 月 



 

48 

 

  ②０歳～１４歳 
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出典：区市町村国保、後期高齢者医療の入院・入院外レセプトデータを集計 

  新生物の疾病別 患者一人当たり医療費（0～14 歳） 平成 28 年 11 月 
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  ③１５歳～３９歳 
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出典：区市町村国保、後期高齢者医療の入院・入院外レセプトデータを集計 

  新生物の疾病別 患者一人当たり医療費（15～39 歳） 平成 28 年 11 月 
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  ④４０歳～６４歳 
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出典：区市町村国保、後期高齢者医療の入院・入院外レセプトデータを集計 

  新生物の疾病別 患者一人当たり医療費（40～64 歳） 平成 28 年 11 月 
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  ⑤６５歳～７４歳 
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出典：区市町村国保、後期高齢者医療の入院・入院外レセプトデータを集計 

  新生物の疾病別 患者一人当たり医療費（65～74 歳） 平成 28 年 11 月 
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  ⑥７５歳以上 
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出典：区市町村国保、後期高齢者医療の入院・入院外レセプトデータを集計 

  新生物の疾病別 患者一人当たり医療費（75 歳以上） 平成 28 年 11 月 
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  （３）新生物 年齢階級別医療費・一人当たり医療費・受療率・一日当たり医療費・患者一人当たり医療費・患者一人当たり診療日数 

    ○新生物の医療費、一人当たり医療費、受療率は、高齢になるにつれ増加する。一日当たり医療費、患者一人当たり医療費は、０歳～14 歳で 

    やや高いほかは、高齢になるにつれ高くなる傾向が見られる。 
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【新生物の医療費（平成 28 年 11 月）】 

出典：東京都福祉保健局調べ 
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一日当たり医療費 患者一人当たり医療費 患者一人当たり診療日数 
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  （４）新生物 区市町村別一人当たり医療費と受療率 

 ①全年齢 
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医
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（
円
）

受療率

新生物の受療率と一人当たり医療費（都内区市町村、全年齢）

出典：区市町村国保、後期高齢者医療の入院・入院外レセプトデータを集計 

平成 28 年 11 月 
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 ②０歳～１４歳 
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新生物の受療率と一人当たり医療費（都内区市町村、0～14歳）

出典：区市町村国保、後期高齢者医療の入院・入院外レセプトデータを集計 

平成 28 年 11 月 
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 ③１５歳～３９歳 
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円
）

受療率

新生物の受療率と一人当たり医療費（都内区市町村、15～39歳）

出典：区市町村国保、後期高齢者医療の入院・入院外レセプトデータを集計 

平成 28 年 11 月 
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 ④４０歳～６４歳 

 
  

千代田

中央
港

新宿

文京
台東

墨田

江東

品川

目黒

大田

世田谷

渋谷
中野

杉並

豊島

北

荒川

板橋 練馬

足立

葛飾

江戸川

八王子

立川

武蔵野

三鷹

青梅

府中

昭島

調布

町田
小金井

小平

日野

東村山

国分寺

国立

西東京

福生

狛江

東大和

清瀬

東久留米

武蔵村山

多摩

稲城

あきる野

羽村

多摩町村

島しょ町村

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500

2.0% 2.2% 2.4% 2.6% 2.8% 3.0% 3.2% 3.4% 3.6% 3.8%
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費
（
円
）

受療率

新生物の受療率と一人当たり医療費（都内区市町村、40～64歳）

出典：区市町村国保、後期高齢者医療の入院・入院外レセプトデータを集計 

平成 28 年 11 月 
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 ⑤６５歳～７４歳 
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医
療
費
（
円
）

受療率

新生物の受療率と一人当たり医療費（都内区市町村、65～74歳）

出典：区市町村国保、後期高齢者医療の入院・入院外レセプトデータを集計 

平成 28 年 11 月 
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 ⑥７５歳以上 
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り
医
療
費
（
円
）

受療率

新生物の受療率と一人当たり医療費（都内区市町村、75歳以上）

出典：区市町村国保、後期高齢者医療の入院・入院外レセプトデータを集計 

平成 28 年 11 月 



 

60 

 

  （５）新生物 区市町村別一人当たり医療費 

 ①全年齢 
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市
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市
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市
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し
ょ
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区市町村別 新生物の一人当たり医療費 (全年齢)(円)
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区市町村別 新生物の一人当たり医療費 0～14歳(円)

出典：区市町村国保、後期高齢者医療の入院・入院外レセプトデータを集計 

平成 28 年 11 月 

平成 28 年 11 月 
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 ③１５歳～３９歳 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ④４０歳～６４歳 
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区市町村別 新生物の一人当たり医療費 15～39歳(円)
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区市町村別 新生物の一人当たり医療費 40～64歳(円)

出典：区市町村国保、後期高齢者医療の入院・入院外レセプトデータを集計 

平成 28 年 11 月 

平成 28 年 11 月 
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区市町村別 新生物の一人当たり医療費 65～74歳(円)
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出典：区市町村国保、後期高齢者医療の入院・入院外レセプトデータを集計 

平成 28 年 11 月 

平成 28 年 11 月 
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  （６）新生物 区市町村別受療率 

 ①全年齢 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ②０歳～１４歳 

 

 

 

 

  

0.0%

1.0%

2.0%

3.0%

4.0%

5.0%

千
代
田
区

中
央
区

港
区

新
宿
区

文
京
区

台
東
区

墨
田
区

江
東
区

品
川
区

目
黒
区

大
田
区

世
田
谷
区

渋
谷
区

中
野
区

杉
並
区

豊
島
区

北
区

荒
川
区

板
橋
区

練
馬
区

足
立
区

葛
飾
区

江
戸
川
区

八
王
子
市

立
川
市

武
蔵
野
市

三
鷹
市

青
梅
市

府
中
市

昭
島
市

調
布
市

町
田
市

小
金
井
市

小
平
市

日
野
市

東
村
山
市

国
分
寺
市

国
立
市

西
東
京
市

福
生
市

狛
江
市

東
大
和
市

清
瀬
市

東
久
留
米
市

武
蔵
村
山
市

多
摩
市

稲
城
市

あ
き
る
野
市

羽
村
市

多
摩
町
村

島
し
ょ
町
村

区市町村別 新生物の受療率 (全年齢)

0.0%

0.1%

0.2%

0.3%

0.4%

0.5%

0.6%

千
代
田
区

中
央
区

港
区

新
宿
区

文
京
区

台
東
区

墨
田
区

江
東
区

品
川
区

目
黒
区

大
田
区

世
田
谷
区

渋
谷
区

中
野
区

杉
並
区

豊
島
区

北
区

荒
川
区

板
橋
区

練
馬
区

足
立
区

葛
飾
区

江
戸
川
区

八
王
子
市

立
川
市

武
蔵
野
市

三
鷹
市

青
梅
市

府
中
市

昭
島
市

調
布
市

町
田
市

小
金
井
市

小
平
市

日
野
市

東
村
山
市

国
分
寺
市

国
立
市

西
東
京
市

福
生
市

狛
江
市

東
大
和
市

清
瀬
市

東
久
留
米
市

武
蔵
村
山
市

多
摩
市

稲
城
市

あ
き
る
野
市

羽
村
市

多
摩
町
村

島
し
ょ
町
村

区市町村別 新生物の受療率 0～14歳

出典：区市町村国保、後期高齢者医療の入院・入院外レセプトデータを集計 

平成 28 年 11 月 

平成 28 年 11 月 



 

64 

 

 ③１５歳～３９歳 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ④４０歳～６４歳 

 

 

 

  

0.0%

0.2%

0.4%

0.6%

0.8%

1.0%

1.2%

1.4%

1.6%

千
代
田
区

中
央
区

港
区

新
宿
区

文
京
区

台
東
区

墨
田
区

江
東
区

品
川
区

目
黒
区

大
田
区

世
田
谷
区

渋
谷
区

中
野
区

杉
並
区

豊
島
区

北
区

荒
川
区

板
橋
区

練
馬
区

足
立
区

葛
飾
区

江
戸
川
区

八
王
子
市

立
川
市

武
蔵
野
市

三
鷹
市

青
梅
市

府
中
市

昭
島
市

調
布
市

町
田
市

小
金
井
市

小
平
市

日
野
市

東
村
山
市

国
分
寺
市

国
立
市

西
東
京
市

福
生
市

狛
江
市

東
大
和
市

清
瀬
市

東
久
留
米
市

武
蔵
村
山
市

多
摩
市

稲
城
市

あ
き
る
野
市

羽
村
市

多
摩
町
村

島
し
ょ
町
村

区市町村別 新生物の受療率 15～39歳

0.0%

0.5%

1.0%

1.5%

2.0%

2.5%

3.0%

3.5%

4.0%

千
代
田
区

中
央
区

港
区

新
宿
区

文
京
区

台
東
区

墨
田
区

江
東
区

品
川
区

目
黒
区

大
田
区

世
田
谷
区

渋
谷
区

中
野
区

杉
並
区

豊
島
区

北
区

荒
川
区

板
橋
区

練
馬
区

足
立
区

葛
飾
区

江
戸
川
区

八
王
子
市

立
川
市

武
蔵
野
市

三
鷹
市

青
梅
市

府
中
市

昭
島
市

調
布
市

町
田
市

小
金
井
市

小
平
市

日
野
市

東
村
山
市

国
分
寺
市

国
立
市

西
東
京
市

福
生
市

狛
江
市

東
大
和
市

清
瀬
市

東
久
留
米
市

武
蔵
村
山
市

多
摩
市

稲
城
市

あ
き
る
野
市

羽
村
市

多
摩
町
村

島
し
ょ
町
村

区市町村別 新生物の受療率 40～64歳

出典：区市町村国保、後期高齢者医療の入院・入院外レセプトデータを集計 
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出典：区市町村国保、後期高齢者医療の入院・入院外レセプトデータを集計 

平成 28 年 11 月 

平成 28 年 11 月 
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５ 精神疾患の医療費分析 

  （１）精神疾患の疾病別人口一人当たり医療費 

 ①全年齢 

 

 

 

 

 

 

 

  

精神疾患の疾病別で一人当たり医療費（男女計）が最も多いのは「統合失調症，統合失調症型障害及び妄想性障害」で、次いで「気分［感情］

障害（躁うつ病を含む）」、「血管性及び詳細不明の認知症」の順になっている。75 歳以上では「血管性及び詳細不明の認知症」が最も多い。 
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(円)

出典：区市町村国保、後期高齢者医療の入院・入院外レセプトデータを集計 

  精神疾患の疾病別一人当たり医療費（全年齢） 平成 28 年 11 月 
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 ②０歳～１４歳 
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出典：区市町村国保、後期高齢者医療の入院・入院外レセプトデータを集計 

  精神疾患の疾病別一人当たり医療費（0～14 歳） 平成 28 年 11 月 
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 ③１５歳～３９歳 
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出典：区市町村国保、後期高齢者医療の入院・入院外レセプトデータを集計 

  精神疾患の疾病別一人当たり医療費（15～39 歳） 平成 28 年 11 月 
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 ④４０歳～６４歳 
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出典：区市町村国保、後期高齢者医療の入院・入院外レセプトデータを集計 

  精神疾患の疾病別一人当たり医療費（40～64 歳） 平成 28 年 11 月 
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 ⑤６５歳～７４歳 
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出典：区市町村国保、後期高齢者医療の入院・入院外レセプトデータを集計 

  精神疾患の疾病別一人当たり医療費（65～74 歳） 平成 28 年 11 月 
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 ⑥７５歳以上 
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出典：区市町村国保、後期高齢者医療の入院・入院外レセプトデータを集計 

  精神疾患の疾病別一人当たり医療費（75 歳以上） 平成 28 年 11 月 
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  （２）精神疾患 年齢階級別医療費・一人当たり医療費・受療率・一日当たり医療費 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

精神疾患の医療費総額は高齢になるにつれて増加する傾向があるが、一日当たり医療費は 50 代後半、受療率は 40 代後半がそれぞれピ

ークとなっている。一日当たり医療費は年齢とともに増加する傾向が見られるが、年齢による差はそれほど大きくはない。 
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出典：区市町村国保、後期高齢者医療の入院・入院外レセプトデータを集計 

平成 28 年 11 月 平成 28 年 11 月 

平成 28 年 11 月 平成 28 年 11 月 
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◆国から提供された平成 25 年 10 月診療分の医科入院外（外来）レセプト、調剤レセプトのデータを疾患区分別、都道府県別に集計 

◆社保（※１）の場合は保険者番号から患者住所地を判断することができないため、都道府県別・年齢別の国保（※２）・社保の受給者比の割合から値

を按分 

※１ 社保：社会保険診療報酬支払基金で審査支払がされるレセプト（健保組合、協会けんぽ、共済組合他） 

※２ 国保：国民健康保険団体連合会で審査支払がされるレセプト（市町村国保、後期高齢者医療、国保組合） 

◆レセプトには、複数の疾患が記載されている場合があるが、例えば糖尿病という疾患名が記載されているレセプトは、他の複数疾患があっても糖尿病

という疾患に分類されている。 

◆疾患区分は、社会保険表章用疾患分類（121 分類）を元に、疾患を 54 区分に分類 

 

  

Ⅲ．外来医療費の疾病別の都道府県別集計（平成 25年 10 月診療分） 
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出典：医療費適正化計画関連データ（厚生労働省提供） 

平成 25 年 10 月診療分のレセプトデータを分析。東京都の糖尿病の受療率は 7.38％で全国 46位である。人口１人当たり医療費は

346.7 点で 45位である。患者 1人当たり日数は 2.4 日で 21位である。1日当たり診療費は 1,934.2 点で 13 位である。 

平成 25 年 10 月 平成 25 年 10 月 

平成 25 年 10 月 平成 25 年 10 月 
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出典：医療費適正化計画関連データ（厚生労働省提供） 

糸球体疾患、腎尿細管間質性疾患及び腎不全の受療率は 1.19％で全国 45 位である。人口１人当たり医療費は 130.3 点で 45 位

である。患者 1人当たり日数は 3.9 日で 30位である。1日当たり診療費は 2769.3 点で 10位である。 

平成 25 年 10 月 平成 25 年 10 月 

平成 25 年 10 月 平成 25 年 10 月 
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３ 高脂血症 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：医療費適正化計画関連データ（厚生労働省提供） 

高脂血症の受療率は 10.46％で全国 45 位である。人口１人当たり医療費は 387.7 点で 42 位である。患者 1 人当たり日数は

2.4 日で 16 位である。1日当たり診療費は 1,550.0 点で 17位である。 

平成 25 年 10 月 平成 25 年 10 月 

平成 25 年 10 月 平成 25 年 10 月 
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４ 高血圧性疾患 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：医療費適正化計画関連データ（厚生労働省提供） 

高血圧性疾患の受療率は 12.78％で全国 45位である。人口１人当たり医療費は 510.9 点で 45 位である。患者 1人当たり日数は

2.5 日で 16 位である。1日当たり診療費は 1,620.1 点で 18位である。 

平成 25 年 10 月 平成 25 年 10 月 

平成 25 年 10 月 平成 25 年 10 月 
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都道府県別 虚血性心疾患の受療率
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５ 虚血性心疾患 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：医療費適正化計画関連データ（厚生労働省提供） 

 

出典：54 疾患別入院外医療費分析＿都道府県別集計 

虚血性心疾患の受療率は 3.49％で全国 45 位である。人口１人当たり医療費は 187.8 点で 39 位である。患者 1人当たり日数

は 2.8 日で 18位である。1日当たり診療費は 1,944.5 点で 12位である。 

平成 25 年 10 月 平成 25 年 10 月 

平成 25 年 10 月 平成 25 年 10 月 
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都道府県別 脳梗塞の受療率
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６ 脳梗塞 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：医療費適正化計画関連データ（厚生労働省提供） 

 

脳梗塞の受療率は 1.74％で全国 43位である。人口１人当たり医療費は 83.6 点で 38 位である。患者 1人当たり日数は

2.6 日で 23 位である。1日当たり診療費は 1,836.6 点で 12位である。 

平成 25 年 10 月 平成 25 年 10 月 

平成 25 年 10 月 
平成 25 年 10 月 
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都道府県別 気管支炎及び慢性閉塞性肺疾患の受療率
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の 1日当たり診療費（点数）（点）

７ 気管支炎及び慢性閉塞性肺疾患 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：医療費適正化計画関連データ（厚生労働省提供） 

 

気管支炎及び慢性閉塞性肺疾患の受療率は 2.45％で全国 38位である。人口１人当たり医療費は 106.2 点で 37位である。

患者 1人当たり日数は 2.6 日で 25位である。1日当たり診療費は 1,645.0 点で 15 位である。 

平成 25 年 10 月 平成 25 年 10 月 

平成 25 年 10 月 平成 25 年 10 月 
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都道府県別 肺炎の受療率
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都道府県別 肺炎の人口1人当たり医療費（点数）
（点）
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都道府県別 肺炎の 1日当たり診療費（点数）
（点）

８ 肺炎 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：医療費適正化計画関連データ（厚生労働省提供） 

 

肺炎の受療率は 0.67％で全国 27 位である。人口１人当たり医療費は 30.7 点で 31位である。

患者 1人当たり日数は 2.7 日で 34位である。1日当たり診療費は 1,703.7 点で 14位である。 

平成 25 年 10 月 平成 25 年 10 月 

平成 25 年 10 月 平成 25 年 10 月 
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都道府県別 血管性および詳細不明の認知症の受療率
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都道府県別 血管性および詳細不明の認知症
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都道府県別 血管性および詳細不明の認知症
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９ 血管性および詳細不明の認知症 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：医療費適正化計画関連データ（厚生労働省提供） 

 

血管性および詳細不明の認知症の受療率は 0.27％で全国 34位である。人口１人当たり医療費は 16.6 点で 14 位である。

患者 1人当たり日数は 3.1 日で 24位である。1日当たり診療費は 1,937.4 点で 1位である。 

平成 25 年 10 月 平成 25 年 10 月 

平成 25 年 10 月 平成 25 年 10 月 
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都道府県別 アルツハイマー病の受療率
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都道府県別 アルツハイマー病の人口1人当たり医療費（点数）
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都道府県別 アルツハイマー病の 1日当たり診療費（点数）
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１０ アルツハイマー＜Alzheimer＞病 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：医療費適正化計画関連データ（厚生労働省提供） 

 

アルツハイマー＜Alzheimer＞病の受療率は 0.82％で全国 40位である。人口１人当たり医療費は 46.7 点で 32 位である。

患者 1人当たり日数は 2.7 日で 25位である。1日当たり診療費は 2,090.8 点で 4位である。 

平成 25 年 10 月 平成 25 年 10 月 

平成 25 年 10 月 平成 25 年 10 月 
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都道府県別 下肢関節障害の受療率
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出典：医療費適正化計画関連データ（厚生労働省提供） 

 

下肢関節障害の受療率は 2.90％で全国 42 位である。人口１人当たり医療費は 113.4 点で 41 位である。

患者 1人当たり日数は 4.1 日で 10位である。1日当たり診療費は 959.6 点で 35位である。 

平成 25 年 10 月 平成 25 年 10 月 

平成 25 年 10 月 平成 25 年 10 月 
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１ 平成２８年度後発医薬品の都道府県別数量シェア（平成２９年度３月） 

 

                        

 

 

    

 

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

沖

縄

鹿
児
島

岩

手

宮

崎

島

根

福

井

山

形

富

山

長

野

鳥

取

群

馬

熊

本

山

口

石

川

宮

城

岡

山

佐

賀

新

潟

青

森

静

岡

三

重

北
海
道

長

崎

埼

玉

愛

媛

福

岡

滋

賀

千

葉

愛

知

秋

田

大

分

栃

木

茨

城

兵

庫

福

島

奈

良

岐

阜

神
奈
川

香

川

広

島

京

都

大

阪

和
歌
山

東

京

高

知

山

梨

徳

島

都道府県別 調剤医療費の後発医薬品数量シェア

東京都

44位

（64.1％）
全国

（68.6％）

Ⅳ．後発医薬品の数量シェア、切替効果額 

後発医薬品数量シェア（平成２９年３月） ・・・全国比較順位 ４４位 （６４．１％） 

出典：「調剤医療費の動向調査（平成 28 年度）」（厚生労働省） 
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２ 後発医薬品の分析（平成２５年１０月） 

 

 

 

◆国から提供された、後発医薬品に係るデータ（平成 25 年 10 月の医科入院外（外来）レセプト、調剤レセプト（入院については医科入院レセプト、DPC

レセプト））を用いて、以下の２点を分析 

①後発医薬品の数量シェア 

・平成 25 年 10 月の全都道府県の医科入院外(外来)レセプト、調剤レセプトより都道府県別(医療機関、調剤薬局所在地)、後発医薬品の使用割合を算出。 

 ※後発医薬品の数量シェア（置換え率）＝〔後発医薬品の数量〕／（〔後発医薬品のある先発医薬品の数量〕＋〔後発医薬品の数量〕） 

 

②後発医薬品のある先発品を全て後発医薬品に置換えた場合の効果額 

  ・平成 25 年 10 月の全都道府県の医科入院外（外来）レセプト、調剤レセプトより、都道府県別（医療機関、調剤薬局所在地）に、後発医薬品のある先

発医薬品を、全て後発医薬品に置換えた場合を仮定して、後発医薬品の価格に応じた効果額の最大値を試算 

 ※切替効果額の集計：切替効果額（最大）＝切替対象薬剤費－切替後薬剤費（薬価最少） 

 

 ◆都道府県の割当は、医科入院外（外来）レセプトは医療機関コード、調剤レセプトは処方箋発行元医療機関コードから所在地を基に割当てている。 

数量については下記のように算出し、薬価基準告示上の規格単位ごとに数えた数量をいう。 

・医科入院外（外来）レセプト   ：使用料 × 日数 

 ・調剤レセプト          ：使用料 × 調剤数量 

・医科入院レセプト、DPC レセプト：使用料 × 日数 

 

  

後発医薬品の数量シェア、切替効果額の分析（平成25年 10月診療分） 
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出典：薬品薬効別数量シェア_都道府県別(入院)

東京都

38位
（42.7％） 全国

（46.8％）

   （１）都道府県別後発医薬品数量シェア 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

都道府県別の後発医薬品の数量シェアを見ると、東京都は入院外＋調剤が全国 44 位で

41.9％、入院が 38位で 42.7％であり、いずれも全国平均より低い値になっている。 
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出典：後発医薬品薬効別数量シェア_都道府県別

東京都

44位
（41.9％） 全国

（46.0％）

出典：医療費適正化計画関連データ（厚生労働省提供） 出典：医療費適正化計画関連データ（厚生労働省提供） 

出典：医療費適正化計画関連データ（厚生労働省提供） 

平成 25 年 10 月 

平成 25 年 10 月 
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都道府県別の後発医薬品の切替効果額（最大）を見ると、東京都は入院外＋調剤が 150 億円

で 1位、入院が 6.2 億円で 1位であり、いずれも全国平均より大幅に高い値になっている。 

出典：医療費適正化計画関連データ（厚生労働省提供） 

出典：医療費適正化計画関連データ（厚生労働省提供） 

平成 25 年 10 月 

平成 25 年 10 月 



 

89 

 

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

中
枢
神
経
系
用
薬

末
梢
神
経
系
用
薬

感
覚
器
官
用
薬

循
環
器
官
用
薬

呼
吸
器
官
用
薬

消
化
器
官
用
薬

ホ
ル
モ
ン
剤
（
抗
ホ
ル
モ
ン
剤
を
含
む
。
）

泌
尿
生
殖
器
官
及
び
肛
門
用
薬

外
皮
用
薬

歯
科
口
腔
用
薬

そ
の
他
の
個
々
の
器
官
系
用
医
薬
品

ビ
タ
ミ
ン
剤

滋
養
強
壮
薬

血
液
・
体
液
用
薬

人
工
透
析
用
薬

そ
の
他
の
代
謝
性
医
薬
品

細
胞
賦
活
用
薬

腫
瘍
用
薬

放
射
性
医
薬
品

ア
レ
ル
ギ
ー
用
薬

生
薬

漢
方
製
剤

そ
の
他
の
生
薬
及
び
漢
方
処
方
に
基
づ
く
医
薬
品

抗
生
物
質
製
剤

化
学
療
法
剤

生
物
学
的
製
剤

寄
生
動
物
用
薬

調
剤
用
薬

診
断
用
薬
（
体
外
診
断
用
医
薬
品
を
除
く
。
）

公
衆
衛
生
用
薬

体
外
診
断
用
医
薬
品

そ
の
他
の
治
療
を
主
目
的
と
し
な
い
医
薬
品

ア
ル
カ
ロ
イ
ド
系
麻
薬
（
天
然
麻
薬
）

非
ア
ル
カ
ロ
イ
ド
系
麻
薬

総
計

東京都（入院外＋調剤） 後発医薬品 薬効別 数量シェア

出典：後発医薬品薬効別数量シェア_都道府県別

神経系及び

感覚器官用

医薬品

個々の器官系用医薬品 病原生物に対する

医薬品

生薬及び

漢方処方に

基づく医薬品

組織細胞機能用

医薬品

代謝性医薬品 治療を主目的としない

医薬品

麻薬 0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

中
枢
神
経
系
用
薬

末
梢
神
経
系
用
薬

感
覚
器
官
用
薬

循
環
器
官
用
薬

呼
吸
器
官
用
薬

消
化
器
官
用
薬

ホ
ル
モ
ン
剤
（
抗
ホ
ル
モ
ン
剤
を
含
む
。
）

泌
尿
生
殖
器
官
及
び
肛
門
用
薬

外
皮
用
薬

歯
科
口
腔
用
薬

そ
の
他
の
個
々
の
器
官
系
用
医
薬
品

ビ
タ
ミ
ン
剤

滋
養
強
壮
薬

血
液
・
体
液
用
薬

人
工
透
析
用
薬

そ
の
他
の
代
謝
性
医
薬
品

細
胞
賦
活
用
薬

腫
瘍
用
薬

放
射
性
医
薬
品

ア
レ
ル
ギ
ー
用
薬

生
薬

漢
方
製
剤

そ
の
他
の
生
薬
及
び
漢
方
処
方
に
基
づ
く
医
薬
品

抗
生
物
質
製
剤

化
学
療
法
剤

生
物
学
的
製
剤

寄
生
動
物
用
薬

調
剤
用
薬

診
断
用
薬
（
体
外
診
断
用
医
薬
品
を
除
く
。
）

公
衆
衛
生
用
薬

そ
の
他
の
治
療
を
主
目
的
と
し
な
い
医
薬
品

ア
ル
カ
ロ
イ
ド
系
麻
薬
（
天
然
麻
薬
）

非
ア
ル
カ
ロ
イ
ド
系
麻
薬

総
計

東京都（入院） 後発医薬品 薬効別 数量シェア

出典：後発医薬品薬効別数量シェア_都道府県別(入院)

神経系及び

感覚器官用

医薬品

個々の器官系用医薬品 病原生物に対する

医薬品

生薬及び

漢方処方に

基づく医薬品

組織細胞機能用

医薬品

代謝性医薬品 治療を主目的としない

医薬品

麻薬

   （３）東京都の後発医薬品薬効別数量シェア 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

東京都の薬効別の数量シェアを見ると、入院外＋調剤では治療を主目的としない医薬品のシェアが高く、次いで個々の器官系用

医薬品が高い。入院では治療を主目的としない医薬品のシェアが高く、次いで代謝性医薬品、個々の器官系用医薬品が高い。 

出典：医療費適正化計画関連データ（厚生労働省提供） 
出典：医療費適正化計画関連データ（厚生労働省提供） 

平成 25 年 10 月 平成 25 年 10 月 
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東京都の薬効別の切替効果額を見ると、入院外＋調剤では循環器官用薬が 37 億円で最も高く、次いで中枢神経系用薬が 17 億円、

消化器官用薬が 16億円で続いている。入院では中枢神経系用薬が 1.1 億円、循環器官用薬と抗生物質製剤が 0.9 億円で続いている。 
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東京都（入院） 保険者種別別 数量シェア

   （５）東京都の後発医薬品保険者種類別数量シェア 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

東京都の保険者種類別の数量シェアを見ると、入院外＋調剤では協会けんぽが 43.4%で最も高く、次いで健康保険組合が 43.2％、国民健康保険

が 42.7%である。入院では国民健康保険が 43.8%で最も高く、次いで後期高齢者医療制度が 43.5％、共済組合が 40.4％である。 

出典：医療費適正化計画関連データ（厚生労働省提供） 

平成 25 年 10 月 

平成 25 年 10 月 
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   （６）東京都の後発医薬品保険者種類別切替効果額 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

東京都の保険者種類別の切替効果額を見ると、入院外＋調剤では後期高齢者医療制度が 55 億円で最も多く、次いで国民健康保険の 49億円、

健康保険組合の 26億円である。入院では後期高齢者医療制度が 2.6 億円、国民健康保険が 2.2 億円、健保組合が 0.8 億円である。 

出典：医療費適正化計画関連データ（厚生労働省提供） 

平成 25 年 10 月 

平成 25 年 10 月 
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◆平成 25 年 10 月の医科入院外（外来）レセプト、調剤レセプトを用いて、社保（被用者保険）については医療機関、薬局所在地ベース、国保（市町村

国民健康保険＋後期高齢者医療）については患者住所地ベースで、以下の２点を分析 

 

①同一月内に同一成分の薬剤を投与された患者の割合と、その時の薬剤費の割合 

 ・同一人について、同一月内に同一成分の薬剤を、複数医療機関から投与される場合、処方日数は考慮していないため、例えば、一週間ごとに同一成

分の薬剤を２つの医療機関から投与されている場合も含まれる。また、例えば、夜間に救急で診療を受けて薬をもらい、翌日にかかりつけ医を受診

して同じ薬効の薬をもらう場合や、医療機関が連携して患者の治療を行うため、患者照会を行った場合等も含まれることに留意が必要。 

 

②同一月内に複数種類の薬剤を投与された患者の割合と、その時の薬剤費の割合 

・同一人について、同一月内に複数種類の薬剤が投与されている場合、患者の状態が不明であるため、投与された種類数の適否を一概に判断すること

ができないことに留意が必要。 

 

  

Ⅴ．重複投薬、複数種類医薬品投与患者の状況分析（平成２５年１０月） 
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１ 重複投薬の分析 

  （１）都道府県別重複投薬（３医療機関以上）患者率 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３医療機関以上から同一月に同一成分の薬剤の投与を受けた患者の割合（３医療機関以上

で投薬を受けた患者数の患者総数に占める割合）を都道府県別に集計。東京都は社保では

0.168％で 1位、国保では 0.117％で 3位である。 
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  （２）都道府県別重複投薬（３医療機関以上）薬剤費率 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３医療機関以上から同一月に同一成分の薬剤の投与を受けた患者の薬剤費割合（３医療機関以上から薬剤投与を受けた薬剤費の

全薬剤費に占める割合）を都道府県別に集計。東京都は社保では 0.054％で 4位、国保では 0.043％で 3位と高い順位である。 

出典：医療費適正化計画関連データ（厚生労働省提供） 

出典：医療費適正化計画関連データ（厚生労働省提供） 

平成 25 年 10 月 

平成 25 年 10 月 
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出典：（11）重複投与_医療機関数別投与患者_全疾患_都道府県別
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  （３）性・年齢別重複投薬（３医療機関以上）患者率（全国） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３医療機関以上から同一月に薬剤の投与を受けた患者の割合を性年齢階級別に集計。社保では男女とも 15 歳以上で 0.1％未満である。

国保では女性の 15～39 歳が 0.14％、40～64 歳が 0.10％と比率が高い。男性も 15～39 歳が 0.1％、40～64 歳が 0.08％と比率が高い。 

出典：医療費適正化計画関連データ（厚生労働省提供） 

出典：医療費適正化計画関連データ（厚生労働省提供） 

平成 25 年 10 月 
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97 

 

0.00%

0.01%

0.02%

0.03%

0.04%

0.05%

0.06%

0.07%

0.08%

0.09%

0
～
1
4
歳

1
5
～
3
9
歳

4
0
～
6
4
歳

6
5
～
7
4
歳

0
～
1
4
歳

1
5
～
3
9
歳

4
0
～
6
4
歳

6
5
～
7
4
歳

0
～
1
4
歳

1
5
～
3
9
歳

4
0
～
6
4
歳

6
5
～
7
4
歳

４医療機関以上

３医療機関

男 性 女 性 男 女 計

全国 重複投薬 性・年齢別 薬剤費率（３医療機関以上） ＜社保＞

0.00%

0.02%

0.04%

0.06%

0.08%

0.10%

0.12%

0.14%

0.16%

0.18%

0
～
1
4
歳

1
5
～
3
9
歳

4
0
～
6
4
歳

6
5
～
7
4
歳

0
～
1
4
歳

1
5
～
3
9
歳

4
0
～
6
4
歳

6
5
～
7
4
歳

0
～
1
4
歳

1
5
～
3
9
歳

4
0
～
6
4
歳

6
5
～
7
4
歳

４医療機関以上

３医療機関

男 性 女 性 男 女 計

全国 重複投薬 性・年齢別 薬剤費率（３医療機関以上） ＜国保＞

  （４）性・年齢別重複投薬（３医療機関以上）薬剤費率（全国） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３医療機関以上から同一月に薬剤の投与を受けた患者の薬剤費の割合を性年齢階級別に集計。社保では女性の 15～39 歳が

0.07％であるのに対して、国保では同年齢区分で 0.16％と高い。 

出典：医療費適正化計画関連データ（厚生労働省提供） 

出典：医療費適正化計画関連データ（厚生労働省提供） 

平成 25 年 10 月 

平成 25 年 10 月 
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出典：（11）重複投与_医療機関数別投与患者_全疾患_都道府県別
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出典：（11）重複投与_医療機関数別投与患者_全疾患_都道府県別

  （５）性・年齢別重複投薬（３医療機関以上）患者率（東京都） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３医療機関以上から同一月に薬剤の投与を受けた患者の割合を性年齢階級別に集計。社保では男女とも 15 歳以上で 0.1％未満である。

国保では女性の 15～39 歳が 0.21％、40～64 歳が 0.17％と比率が高い。男性も 15～39 歳が 0.15％、40～64 歳が 0.10％と比率が高い。 

出典：医療費適正化計画関連データ（厚生労働省提供） 

出典：医療費適正化計画関連データ（厚生労働省提供） 

平成 25 年 10 月 

平成 25 年 10 月 
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  （６）性・年齢別重複投薬（３医療機関以上）薬剤費率（東京都） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３医療機関以上から同一月に薬剤の投与を受けた患者の薬剤費の割合を性年齢階級別に集計。社保では女性の 15～39 歳が

0.07％であるのに対して、国保では同年齢区分で 0.23％と高い。 

出典：医療費適正化計画関連データ（厚生労働省提供） 

出典：医療費適正化計画関連データ（厚生労働省提供） 

平成 25 年 10 月 

平成 25 年 10 月 
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  （７）保険者種類別重複投薬（３医療機関以上）患者率・薬剤費率 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

15 剤以上の薬剤投与を受けた患者および薬剤費の割合を保険者種別に集計。患者率は健康保険組合が 0.18％ともっとも高率で、次いで協会けんぽ

が 0.16％。薬剤費率は国民健康保険が 0.059％で最も高く、次いで協会けんぽが 0.058％、健康保険組合が 0.056％である。 

出典：医療費適正化計画関連データ（厚生労働省提供） 

平成 25 年 10 月 

平成 25 年 10 月 
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出典：複数種類医薬品種類数別の投与患者・薬剤費割合_都道府県別
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２ 複数種類投薬（１５剤以上）の分析 

  （１）都道府県別複数種類投薬（１５剤以上）患者率 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

同一月に 15剤以上の薬剤の投与を受けた患者の割合を都道府県別に集計。

東京都は社保では 0.99％で 13位、国保では 3.20％で 37 位である。 

出典：医療費適正化計画関連データ（厚生労働省提供） 

出典：医療費適正化計画関連データ（厚生労働省提供） 

平成 25 年 10 月 

平成 25 年 10 月 
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出典：重複投与医療機関数別の投与患者・薬剤費割合_都道府県別

  （２）都道府県別複数種類投薬（１５剤以上）薬剤費率 
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出典：重複投与医療機関数別の投与患者・薬剤費割合_都道府県別

15 剤以上の薬剤の投与を受けた患者の薬剤費の割合を都道府県別に集計。東京都は社保では 4.81％で 14位、国保では 10.62％で 31 位である。 

出典：医療費適正化計画関連データ（厚生労働省提供） 

出典：医療費適正化計画関連データ（厚生労働省提供） 

平成 25 年 10 月 

平成 25 年 10 月 
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出典：複数種類医薬品の投与_種類数別投与患者_全疾患_都道府県別集計用

  （３）性別複数種類投薬（１５剤以上）患者率 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

65 歳以上の被保険者（加入者）のうち、同一月に 15 剤以上の薬剤の投与を受けた患者の割合を性別に集計。社保・国保とも女性の割合が

高率であり、社保では男性の 1.50％に対して女性が 2.38％、国保では男性の 3.38％に対して女性が 4.56％と高い。 
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出典：複数種類医薬品の投与_種類数別投与患者_全疾患_都道府県別集計用

出典：医療費適正化計画関連データ（厚生労働省提供） 

出典：医療費適正化計画関連データ（厚生労働省提供） 

平成 25 年 10 月 

平成 25 年 10 月 
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出典：複数種類医薬品の投与_種類数別投与患者_全疾患_都道府県別集計用
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出典：複数種類医薬品の投与_種類数別投与患者_全疾患_都道府県別集計用

  （４）性別複数種類投薬（１５剤以上）薬剤費率 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

65 歳以上の被保険者（加入者）のうち、同一月に 15 剤以上の薬剤の投与を受けた患者の薬剤費の割合を性別に集計。社保・国保とも女性の

割合が高率であり、社保では男性の 5.83％に対して女性が 9.29％、国保では男性の 10.35％に対して女性が 12.95％と高い。 

出典：医療費適正化計画関連データ（厚生労働省提供） 

出典：医療費適正化計画関連データ（厚生労働省提供） 

平成 25 年 10 月 

平成 25 年 10 月 



 

105 

 

0%

1%

2%

3%

4%

5%

6%

7%

協会けんぽ 組合管掌健康保険 共済組合 国民健康保険 後期高齢者医療制度

25剤以上

20剤-24剤

15剤-19剤

東京都 複数種類投薬（保険者別） 患者率（15剤以上）

出典：13東京都_複数種類医薬品種類数別の投与患者・薬剤費割合_保険者種別別
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出典：13東京都_複数種類医薬品種類数別の投与患者・薬剤費割合_保険者種別別

  （５）保険者種類別複数種類投薬（１５剤以上）患者率・薬剤費率 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

15 剤以上の医薬品投与を受けた患者および薬剤費の割合を保険者種別に集計。両比率とも後期高齢者医療制度が高率で、患者率は 5.77％、

薬剤費率は 13.91％に達している。 

出典：医療費適正化計画関連データ（厚生労働省提供） 

出典：医療費適正化計画関連データ（厚生労働省提供） 

平成 25 年 10 月 

平成 25 年 10 月 
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１ 重複受診の状況 

  （１）都道府県別の一人当たり受診医療機関数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅵ．重複受診、頻回受診患者の状況 

重複受診の状況を集計した。都道府県別の一人当たりの受診医療機関数をみると、

東京都は 1.06 カ所で全体の 8位である。 
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  （２）都道府県別の重複受診者の割合（患者および医療費割合） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２～４医療機関を受診している重複受診の患者の割合を患者数および医療費で集計した。東京都は患者割合では

6.1％であり、全国で８位である。医療費割合では 11.9％であり、全国で５位である。 

出典：医療費適正化計画関連データ（厚生労働省提供） 

出典：医療費適正化計画関連データ（厚生労働省提供） 

平成 25 年 10 月 

平成 25 年 10 月 
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出典：全体版_頻回受診_都道府県

２ 頻回受診の状況 

  （１）都道府県別の平均受診日数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

頻回受診の状況を集計した。都道府県別の一人当たりの平均受診日数をみると、東京都は 1.82 日で全体の 31位である。 

出典：医療費適正化計画関連データ（厚生労働省提供） 

平成 25 年 10 月 
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出典：全体版_頻回受診_都道府県
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出典：全体版_頻回受診_都道府県

  （２）都道府県別の頻回受診者の割合（患者および医療費割合） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

月に 5日以上受診している頻回受診の患者の割合を患者数および医療費で集計した。東京都は患者割合では 5.2％であり、全国で 30位である。

医療費割合では 16.5％であり、全国で 42 位である。 

出典：医療費適正化計画関連データ（厚生労働省提供） 

出典：医療費適正化計画関連データ（厚生労働省提供） 

平成 25 年 10 月 

平成 25 年 10 月 



 

110 

 

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

東
京
都

山
形
県

宮
城
県

富
山
県

石
川
県

新
潟
県

山
梨
県

長
野
県

三
重
県

千
葉
県

静
岡
県

大
分
県

島
根
県

愛
知
県

岩
手
県

滋
賀
県

埼
玉
県

福
井
県

福
島
県

神
奈
川
県

群
馬
県

茨
城
県

鹿
児
島
県

岐
阜
県

香
川
県

沖
縄
県

栃
木
県

熊
本
県

兵
庫
県

佐
賀
県

徳
島
県

高
知
県

鳥
取
県

京
都
府

青
森
県

福
岡
県

秋
田
県

岡
山
県

広
島
県

長
崎
県

宮
崎
県

大
阪
府

愛
媛
県

奈
良
県

山
口
県

和
歌
山
県

北
海
道

特
定
健
康
診
査
実
施
率

平成26年度 都道府県別 特定健康診査実施率

全国

48.6%

東京都

62.1%

53.3%
58.4% 60.2% 61.6% 62.9%

65.5%
62.1%

38.9%
41.3% 43.2% 44.7% 46.2% 47.6% 48.6%

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

平成20年度 平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度

特定健康診査実施率の推移

東京都

全国

出典：「平成 26 年度 特定健康診査・特定保健指導等の実施状況」（厚生労働省） 

 

１ 平成２６年度特定健康診査・特定保健指導実施率 

  （１）特定健康診査実施率 

 ①都道府県別特定健診実施率 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ②特定健康診査実施率の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅶ．特定健康診査・特定保健指導の実施状況 
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出典：「平成 26 年度 特定健康診査・特定保健指導等の実施状況」（厚生労働省） 

  （２）特定保健指導実施率 
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出典：「平成 26 年度 特定健康診査・特定保健指導等の実施状況」（厚生労働省） 

  （３）メタボリックシンドローム該当者及び予備群の割合 
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出典：全国「平成 27 年度 特定健康診査・特定保健指導等の実施状況」（厚生労働省）、 

   市町村国保（東京都）「特定健診等データ管理システム」のデータを集計 

※「市町村国保（東京都）」以外は全国 

２ 平成２７年度特定健康診査・特定保健指導保険者種類別実施率 

  （１）全年齢 男女計、男性、女性 
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   市町村国保（東京都）「特定健診等データ管理システム」のデータを集計 

  （２）年齢階級別実施率 男性、女性 
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特定健診実施率

東京都全体 43.6％
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特定健診実施率

【区市町村別 特定健診実施率 全年齢 男女合計】

東京都全体 44.9%

３ 都内区市町村国保 特定健康診査・特定保健指導実施状況 

  （１）区市町村別 特定健康診査実施率（男女合計） 平成２４年度と平成２７年度の比較 

 

 

 

■平成 24年度 区市町村別 特定健診実施率 全年齢 （男女合計） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■平成 27年度 区市町村別 特定健診実施率 全年齢 （男女合計） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

特定健康診査実施率（男女合計）の区市町村別（全年齢）を見ると、平成 24 年から平成 27 年において、東京都全体の実施率は 1.3 ポイント

向上している。 

 

出典：特定健診等データ管理システム（都内区市町村国保）のデータを集計 
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【区市町村別 積極的支援・動機付支援・特定保健指導実施率 全年齢 男女合計】

  （２）区市町村別 特定保健指導実施率（男女合計） 平成２４年度と平成２７年度の比較 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■平成 24年度 区市町村別 積極的支援実施率・動機付支援実施率・特定保健指導実施率 全年齢 （男女合計） 

■平成 27年度 区市町村別 積極的支援実施率・動機付支援実施率・特定保健指導実施率 全年齢 （男女合計） 

出典：特定健診等データ管理システム（都内区市町村国保）のデータを集計 

 


